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1．はじめに

世界保健機関（WHO）では、口臭の原因と口臭

除去方法の研究が行われてきた。  口腔内には

様々な種類の細菌が生息する。細菌の発生は様々

な歯周疾患の原因となり、歯磨き粉や口腔洗浄剤

を通じてこれを抑制することができる。  歯磨き

粉は口腔内細菌活性を抑制するだけでなく、消炎

作用などを通じて歯周疾患を予防し治療するの

に役つ。 天然歯磨き粉には塩を主に利用するが、

塩の主成分であるナトリウム(Na)は抗炎症作用及

び殺菌・防腐作用があることが知られている。ま

た、塩の成分のうち、マグネシウム(Mg)は抗炎症

効果があり、ヒスタミンの作用を抑制し、好酸球

値を安定化させることが知られている。  ヒスタ

ミンは口腔内の炎症誘発を加速し、口腔内炎症は

口臭を引き起こす。  海洋深層水にはナトリウム

(Na)とマグネシウム(Mg)が豊富に含まれており、

抗塩作用および細菌抑制効果とヒスタミン作用

抑制効果で炎症誘発を抑制するのに有効である

と判断される。  そこで、海洋深層水塩を用いた

天然歯磨き粉を製造し、  口腔内の細菌抑制効果

及び口臭除去などを測定し、その有効性を評価し

た。

2．製造方法および実験方法

塩歯磨き粉の製造方法は、まずは、精製水 80g、

キサンタンガム 2g、炭酸水素ナトリウム 60g を

入れてよく混合した後、温度を 70 度まで加熱

して溶かす。よく混合した後、海洋深層水塩 2

ｇ、キシリトール 10ｇ、植物性グリセリン 10

ｇを加える。ペパーミントエッセンシャルオイ

ルを 12 滴入れてよく混ぜる。歯磨き粉は冷え

ながら膨張するので、温度が下がった後、容器

に入れて完成品とした。 

実験方法は、海洋深層水歯磨き粉を製造した

後、口臭測定器(TANITA、HC-212S)を用いて歯

磨き粉使用前、歯磨き粉使用直後、１時間後、

2 時間後の 4 回にわたって測定した。口臭測定

対象者は合計 50 人で、内訳は女性 15 人、男性

35 人中 20 人は喫煙者であった。測定対象者に

対し事前に注意事項などを説明し、実験を行っ

た。  

３．結果及び考察 

すべての対象者における歯磨き粉使用前の

平均測定値は 2.3、歯磨き粉使用後の平均測定

値は 0.7 となり、１時間後の平均測定値は 0.9、 

2 時間後の平均測定値は 0.2 を示し、口臭除去

に効果があることが分かった。口腔内の微生物

検査では、  歯磨き粉を使用する前と使用した

後の微生物を 1000 倍希釈して培養した結果、

平均 290CFU から 145CFU に約 50％減少した。

歯磨き粉のアンケート調査では、  歯磨き粉を

使用した感じは、非常に不快である 10%、不快

である 10%、普通である 60%、よい 20%、歯磨

き粉の粘度に対する満足度は、満足 30％、普通

40％、不満足 30％であった。 以上の結果から

今後、天然歯磨き粉への海洋深層水塩の活用可

能性が高いと考えられた。 
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